
遼

朝

省

一一一
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次
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叙
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司
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私
は
、
こ
の
数
年
間
、
遼
朝
官
制
の
全
般
的
な
研
究
を
試
み
た
い
と
し
て
、
法
制
史
研
究
第
二
一
に
掲
げ
た

「
遼
の
北
面
中
央
官
制
の
特
色
」

を
序
説
と
し
て
、
各
論
と
も
い
う
べ
き
個
別
な
官
制
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
明
治
大
皐
の
法
律
論
叢
に
鱒
計
八
篇
公
表
し
て
来
向
。

「
遼
朝
三

省
孜
」
と
題
す
る
'本
稿
も
バ
そ
の
一
連
の
も
の
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
順
序
に
は
か
な
ら
ず
し
も
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
推
甑
を
お
え

'65 
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た
も
の
か
ら
逐
次
公
表
し
て
、
結
果
と
し
て
官
制
の
全
般
に
及
ぼ
う
と
す
る
、
嘗
初
の
構
想
は
い
ま
も
か
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
公
表

し
た
も
の
が
、

だ
い
た
い
に
お
い
て
先
人
の
論
じ
て
及
ば
れ
な
か
っ
た
方
面
で
あ
る
の
に
劉
し
、
本
稿
で
扱
う
と
こ
ろ
に
は
、
津
田
左
右
吉
博

土
の
「
遼
の
制
度
の
二
重
鐙
系
」
(同
全
集
容

一
二
所
牧
)

が
す
で
に
あ
り
、

」
と
さ
ら
新
し
い
史
料
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

と
若
城
久
治
郎
氏
の

「
遼
の
橿
密
院
に
就
い
て
」
(満
蒙
史
論
叢
第
二
所
枚
)

ま
た
基
本
的
に
私
見
が
雨
論
文
と
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
わ
け
で
も
な

の
二
雄
篇

ぃ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
稿
を
公
表
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
雨
論
文
の
目
的
が
三
省
の
究
明
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
っ
て
関
係
史

料
の
全
部
が
検
討
の
針
象
と
な

っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
基
本
的

・
概
括
的
な
考
え
方
に
差
異
は
乏
し
く
と
も
、
そ
こ
に
到
達
す
る
経
過
や

微
細
な
貼
に
な
る
と、

か
な
り
の
懸
隔
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

そ
の
う
え
、
三
省
が
中
園
王
朝
の
制
の
模
寓
に
す
ぎ
な

か
司
た
に
し
て
も
、
そ
の
額
要
な
職
官
へ
の
任
用
と
な
る
と
、
濁
自
な
か
た
ち
の
と
ら
れ
た
こ
と
が
立
誼
で
き
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
私
の
企

園
す
る
遼
朝
の
性
格
の
解
明
に
査
し
得
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
三
省
の
う
ち
最
も
重
要
な
中
書
省
を
中
心
に
論
ず
る
。
ほ
ん
ら
い
な
ら
ば
雨
論
文
と
の

一
致
黙
と
相
違
貼
と
を
、

さ
せ
な
が
ら
論
を
進
め
る
の
が
歪
嘗
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
か
え
っ

て
論
旨
を
は

っ
き
り
で
き
な
い
う
ら
み
が
あ
る
の
で
、
躍
を
失
す
る
こ
と

一
々
は
っ
き
り

- 66ー

を
お
そ
れ
な
が
ら
も
、

一
々
は
明
記
し
な
か
っ
た
。
津
田
論
文
と
く
に
六

・
南
面
官
と
契
丹
人
の
章
、
お
よ
び
若
城
論
文
と
く
に
一

・
南
枢
密

院
と
兵
事
お
よ
び
文
詮
の
章
と
、
割
照
の
う
え
批
判
を
加
え
ら
れ
た
い
。

I 

問

題

の

所

在

遼
史
巻
五

・
世
宗
本
紀
一

、
天
旅
田

(九
五
O
〉
年
二
月
の
僚
に

是
月
。
建
政
事
省
。

と
い

い
、
同
書
巻

一
九

・
興
宗
本
紀
二
、
重
照
二
一
ハ
一

O
四
三
)
年
一
二
月
戊
申
の
僚
に

改
政
事
省
。
魚
中
書
省
。



と
あ
る
の
を
受
け
て
、
同
書
巻
四
七

・
百
官
志
三
、
南
面
朝
官

・
中
書
省
の
僚
に
も

初
名
政
事
省
。
太
粗
置
官
。
世
宗
天
旅
四
年
。
建
政
事
省
。
興
宗
重
照
十
二
年
。
改
中
書
省
。

と
、
略
々
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
百
官
志
三
の
南
面
官
の
序
に
は

大
同
元
(
九
四
七
〉
年
。
世
宗
始
置
北
院
極
密
使
。
明
年
。
世
宗
以
高
動
魚
南
院
橘
密
。

年
。
建
政
事
省
。
於
是
南
面
官
僚
可
得
市
書。

則
植
密
之
設
。

蓋
自
太
宗
入
作
始
臭
。

天
職
四

と
見
え
、
同
じ
く
南
面
朝
官
の
序
に
は

遼
有
北
面
朝
官
笑
。
説
得
燕
代
十
有
六
州
。
乃
用
唐
制
。
復
設
南
面
三
省
・

六
部
・
蓋
院

・
寺
監

・
諸
衛

・
東
宮
之
官
。
誠
有
志
帝
王
之

盛
制
。
亦
以
招
練
中
園
之
人
也
。

漢
地
漢
人
の
統
治
が
直
接
の
課
題
と
な
る
に
及
ん

で
、
唐
制
に
倣
っ
て
南
面
の
諸
官
を
整
え
、
園
初
以
来
の
二
元
的
な
統
治
明
度
を
確
立
し
、
そ
の
頂
貼
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
南
梅
密
院

(叉

は
漢
人
福
密
院
)
を
設
け
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
後
に
中
霊
園省
と
改
め
ら
れ
た
政
事
省
、が
、
こ
の
と
き
三
省
の

一
つ
と
し
て
、
南
極
密
院
の

下
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
疑
い
な
き
に
ち
か
い
。
し
か
し
百
官
志
に
見
え
る
中
書
省
の
諸
職
官
、
が
、
こ
の
と
き
置
か
れ
た
と
は
考
え
難
く
、

重
照

一二
年
の
政
事
省
か
ら
中
書
省
へ
の
改
稿
を
、
単
な
る
名
稀
の
第
更
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
り
、
ま
た
前
引
の
南
面
朝
官

・
中
書
省
の
篠

と
あ
る
。

太
宗
の
世
代
に
華
北
の
一
部
を
領
有
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
、

に
も
、
「
太
粗
置
官
」
と
い
い
予
紀
・
俸
に
も
政
事
省
の
長
官
と
目
さ
れ
る
政
事
令
に
任
じ
ら
れ
た
事
例
が
、
太
組
朝
に
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

天
緑
四
年
の
政
事
省
創
置
の
意
味
も
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
提
起
し
た
諸
問
題
の
究
明
が
、

遼
制
に
お
け
る
中
書
省
(
叉
は
政
事
省
)
、

ひ
い
て
は
三
省
に
閲
し
て
論
ず
る
さ
い
の
軸
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
私
は
ま
ず
首
代
の
あ
ら
ゆ
る
史
料
か
ら
、
中
室
田
省

(又
は
政
事
省
)
に
閲
す
る
九
て
の
記
載
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
整
理
を
加
え
て
、

問
題
の
究
明
に
資
し
た
い
と
思
う
。

67 
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伺

E 

絞
任
事
例
の
整
理
附
附
表

前
章
に
提
起
し
た
問
題
に
醸
え
る
た
め
、

ま
ず
首
代
の
史
料
か
ら
、
政
事
令
又
は
中
書
令
に
な

っ
た
も
の
の
事
例
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
を
皇

子
・

皇
族

・
外
戚
な
ど
の
諸
表
お
よ
び
俸
に
基
づ

い
て
そ
の
出
自
を
究
め
、
分
類
整
理
し
て
左
に
表
を
作
成
し
て
み
よ
う
。
こ
と
わ

っ
て
お
く

が
、
官
名
は
重
岡
山
一

二
年
の
改
稿
を
さ
か
い
に
し
て
、
か
な
ら
ず
し
も
は
っ
き
巧
匝
則
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
も
中
書
令

と
見
え
る
も
の
も
、
同
一
人
物
で
あ

っ
て
時
に
政
事
令
と
も
中
書
令
と
も
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
左
表
で
は
、
中
書
令
の
事
例
と
し
て

抽
出
し
た
も
の
に
は
、

そ
の
姓
名
の
上
に
@
の
記
放
を
附
し
、

時
に
政
事
令
と
も
中
書
令
と
も
見
え
る
も
の
に
は
、
そ
の
姓
名
の
下
に
@
の

記
披
を
附
し
て
排
別
に
資
し
た
。
従

っ
て
記
競
の
な
い
も
の
が
、

政
事
令
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
の
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
出
自
の

お
よ
び
其
の
他
と
し
、
後

者
を
后
族
(
圏
第
族
〉
お
よ
び
其
の
他
と
し
た
。

分
類
は
、
契
丹
人
を
耶
律
・
粛
の
雨
姓
に
分
け
、
前
者
を
皇
親

(皇
弟
・
皇
子
な
ど
〉

・
皇
族

会

長

・
四
帳
の
皇
族
)

衣
に
漢
人
出
身
者
を
配
し
、
そ
の
う
ち
翠
宗
統
和
六

m
九
八
八
)
年
開
始
さ
れ
た
貢
懇
の
合
格

oo 
au 

の
民
族
別
を
判
定
し
難
い
も
の
を
配
し
た
。

さ
ら
に
、
其
の
他

・
末
詳
の
欄
を
設
け
、
例
え
ば
激
海
園
遺
民
の
出
な
ど、

準
用
す
る
も
の
と
し
て
お
き
た

者
な
る
こ
と
明
瞭
な
も
の
を
直
別
し
た
。

し、。

第

表

政
事
令
(
又
は
中
書
令
)

I

太

寅 11親

5 1長耶
11 1律|契

i!1姓
な
お

お
よ
び
姓
を
失
し
て
そ

以
上
の
作
表
上
の
手
績
は
以
下
に
掲
げ
る
こ
表
に
も
、

丹

其伊

L一一一

ω) (2) 

@韓

君延
古徽

一一一|ド弓=
其
の
他

未
詳

漢

人

族|新|人

貢
奉
合
格
者

其

の

他

后
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入

λ 

一

一
一

戸
一ー
七
ト
L
ド
ト

l

一下
二

四

ま
ず
政
事
令

(叉
は
中
書
令
)
が
南
面
の
顛
官
で
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
契
丹
人
コ
二
・
漢
人
一
九

・
未
詳
二
と、

@
 

そ
の
内
詳
が
た
し
か
め
ら
れ
、
未
詳
の
二
も
そ
の
漢
人
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
恐
ら
く
契
丹
人
又
は
集
人
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
遊
牧

・

農
耕
雨
系
民
族
の
劉
比
は
、
三
三
に
一
九
と
前
者
の
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
う
え
、
契
丹
人
三

一
の
う
ち
、
皇
親
、
皇
族
ま
た
は
后

族
の
出
の
も
の
一
七
で
、

全
鐙
の
中
十
数
を
こ
え
、

耶
律

・
鵡
雨
姓
の
其
の
他
に
掲
げ
た
も
の
の
な
か
に
も
、
例
え
ば

刊
の
川
阿
波
里
の
よ
う

@
 

に
、
遁
輩
可
汗
之
後
つ
ま
り
準
皇
族
と
看
倣
す
べ
き
遁
輩
帳
族
出
身
者
が
あ
り
、

表
に
つ
い
て
見
る
と
、

人 強
だ葛
け(

て@算
入、J

V
の
判
安
樽
(
浬
刺
部
人
〉

・
刊
の
例
斜
診

(迭
刺
部
人
〉

・
日
の
的
室
魯
(
六
院
部
人
)
・
明日
の
帥
烏
古

(
緒
特
部
人
〉 W

の
帥
夷

の
五

-70ー

一
方
傍
に
よ
っ
て
そ
の
出
自
の
明
ら
か
な
の
は
、

残
り
の
八
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
自
を
究
め
る
手
だ
て
が
な
く
、

従

っ
て
そ
の
中
に
も
皇
親

・
皇
族
ま
た
は
后
族
の
出
の
も

の
も
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

咽
遁
宗
朝
の
八
事
例
の
う
ち
六
ま
で
が
漢
人
の
貢
奉
合
格
者
に
占
め
ら
れ
て
い

@
 

そ
れ
以
前
と
い
ち
じ
る
し
く
封
照
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
右
。

次
に
世
代
別
に
見
る
と、

る
事
賓
は
、

政
事
令
(
叉
は
中
書
令
)

に
開
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
解
く
鍵

は

以
上
の
諸
貼
に
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が

そ
れ
に
及
ぶ
ま
え
に
、

百
官
志

・
中
書
省
の
僚
に
見
え
る
諸
職
官
の
う
ち
、

と
く
に
事

例
の
多
い
政
事
舎
人

(
叉
は
中
書
舎
人
)
お
よ
び
同
政
事
門
下
卒
章
事

(
叉
は
中
書
門
下
卒
章
事〉

に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
表
を
作
製
し
て
お
こ

う

第
二
表

故
事
舎
人
ハ
叉
は
中
書
舎
人
〉
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|貢(1) (3) (2) (1) 

Z目J 杜張高 1i雲

~ 
|合 .漢

ノ、
i者;格

符 防倹 正

(1) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

@ 実馬 張 牛劉 馬邪 室
の

人

，馬 克 保 務‘ 得 抱

銭
他

畠 佑 幹 用 景 臣朴防

其
の
他

詳未

- 71-

表
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
こ
で
は
事
例
の
す
べ
て
が
漢
人
で
あ
っ
て、

一
三
の
う
ち
四
が
貢
翠
合
格
者
の
出
身
と
認
め
ら
れ
る
。
政
事
舎
人

71 

と
中
書
舎
人
と
の
混
同
の
例
も
な
く
、
後
者
の
事
例
が
明
道
宗
朝
に

一
つ
し
か
認
め
ら
れ
な
い
黙
は
、
前
者
の
事
例
が
珂
聖
宗
朝
に
集
中
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
本
紀
の
記
載
と
し
て
は
聖
宗
朝
に
だ
け
求
め
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
特
徴
的
で
あ
る
と
い
う
を
得
ベ
く
、
こ
れ
ら

の
諸
黙
を
と
く
に
参
考
と
し
て
附
記
し
て
お
く
。
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又
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九

七

八

九

五

同
政
事
門
下
卒
章
事
と
問
中
書
門
下
卒
章
事
(
表
中
姓
名
の
上
に
⑪
を
附
す
)

あ
る
に
し
て
も
、
略
々
重
照
一
二
年
の
改
稽
を
さ
か
い
と
し
て
い
て
、
政
事
令
又
は
中
書
令
の
そ
れ
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、

⑥

、

事
例
の
全
瞳
に
つ
い
て
い
う
と
、
契
丹
人
二
七
(
笑
を
ふ
く
む
〉
に
射
し
、
漢
人
一
て
其
の
他
二
と
、
総
数
の
大
牢
が
遊
牧
系
民
族
に
よ

っ
て

表
に
つ
い
て
見
る
と
、

の
あ
ら
わ
れ
方
は

一
・
二
の
例
外
は

占
め
ら
れ
、
ぎ
ら
に
契
丹
人
二
七
の
う
ち
、
皇
親

・
皇
族
又
は
后
族
の
組
敷
は
一

O
で、

他
に
も
出
自
の
不
明
の
も
の
の
な
か
に
は
こ
れ
に
加

①
 

え
ら
れ
る
も
の
も
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
黙
か
ら
す
る
と
、
さ
き
の
政
事
令
(
叉
は
中
書
令
)
の
表
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
、

一
致
す
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
漢
八

一
一
の
う
ち
司貢
翠
合
格
者
の
出
は
僅
か
二
に
す
ぎ
な
い
。
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E 

園
初
の
政
事
令

前
掲
第

一
表
に
よ
る
と
、

世
宗
天
稔
四
(
九
五
O
)
年
二
月
の
政
事
省
創
置
以
前
に
も
、

り
、
百
官
志
・
中
書
省
の
僚
に

「太
租
置
官
」
と
見
え
る
の
が
、
絞
任
事
例
に
よ

っ
て
誤
り
な
い
と
確
か
め
ら
れ
る
。

つ
い
て
は
、
遼
史
巻
六
四

・
皇
子
表
、
徳
組
第
四
子
(
太
組
之
弟
)
寅
底
石
、
官
職
の
僚
に

政
事
令
(
叉
は
中
書
令
〉
に
な
っ
た
も
の
が
七
人
あ

ー
の

ω耶
律
寅
底
石
に

太
組
遺
詔
。
寅
底
石
守
太
師

・
政
事
令
。

輔
東
丹
王
。

と
見
え
、
ー
の

ω韓
延
徽

・

ω韓
知
古
お
よ
び

H
の
例
趨
延
霧
に
つ
い
て
は
、
百
官
志

・
中
書
省
の
僚
、
中
書
令
の
事
例
と
し
て

韓
延
徽
。
太
組
時
矯
政
事
令
。
韓
知
古
。
天
顛
初
魚
中
書
令
。
合
同
同
五
年
叉
見
政
事
令
趨
延
蕎
。

73 

と
あ
る
が
、
紀

・
俸
の
-
記
載
は
こ
れ
と
若
干
異
な
る
。

ま
ず
I
の
制
韓
知
古
の
俸
(
遼
史
容
七
四

・
契
丹
闘
志
省

一
八
)
に
は
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征
湖
海
有
功
。
遷
中
毒
令
。

ー
の

ω耶
律
寅
底
石
の
絞
任
と
と
も
に
、

天
顛
元

(九
二
六
)
年
太
租
の
溺
海
園
親
征
直
後
の
虚
置
と
解
さ
れ
る
。

ば
崩
海
の
故
地
に
建
て
ら
れ
た
東
丹
園
の
王
倍

(太
租
の
長
子
)
を
輔
佐
す
る
任
に
あ
っ
た
の
が
政
事
令
、
中
央
に
あ
る
の
が
中
書
令
と
と
れ
な

い
で
も
な
い
が
、
こ

の
考
え
は
以
下
の
説
明
で
正
し
く
は
あ
る
ま
い
。
衣
に
I
の

ω韓
延
徽
に
つ

い
て
は
停

(遼
史
容
七
四
)
に

と
あ
っ
て、

し
い
て
い
え

〔太
哩
大
賞
年
間

(九一

一一
丁
五
〉
〕
命
守
政
事
令

・
崇
文
館
大
事
士
。
中
外
事
悉
令
参
決

0

・

〔
太
宗
朝
〕

・
・

2府
政
事
制
。

ま
ず
守
政
事
令
と
な
り
衣
い
で
政
事
令
に
遷
し
、
そ
の
固
有
の
職
掌
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
任
に
あ
っ

て
「
中
外
事
悉
令
参
決
」
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
政
事
令
、
が
中
央
の
職
官
で
あ
る

@
 

こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
の
ち
に
述
べ
る

E
の

ω粛
僧
隠
・
削
王
郁
に
闘
し
、
遼
史
は
時
に
政
事
令
と
い
い
時
に
中
書
令
と
い
司
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
は
恐
ら
く
後
年
の
改
稿
が
原
因
と
な
っ

て
、
雨
者
を
混
同
し
た
も
の
に
ち
が

い
な
い
。

さ
て
、

E
の
制
超
延
需
に
つ

い
て
は
、
遼
史
巻

四
・
太
宗
本
紀
下
、
大
同
元
(
九
四
七
)
年
二
月
丁
巳
の
僚
に

建
園
競
大
迷。

大
赦
。
改
元
大
向
。
升
鎮
州
矯
中
京
。
以
越
延
書
。
魚
大
丞
相
。
乗
政
事
令

・
橿
密
使

・
中
京
留
守
。
中
外
官
僚
勝
士
爵

と
あ
っ
て
、
彼
が
太
租
輔
翼
の
功
に
よ
り
、
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と
あ
っ賞

て⑮喜
前
後
の
記
載
か
ら
太
宗
の
後
晋
討
滅
と
大
梁
入
城
に
よ
る
論
功
行
賞
に
閥
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
停
(
遼
史
容
七

四
)
は
、
こ
れ
と
異
な

っ
て

曾
同
初

〈九
三
八
i
)。
帝
幸
其
第
。
加
政
事
令
。

と
し
て
い
る
。
次
に
E
の

ω靖
信
憶
に

つ
い
て
は
、
遼
史
巻
四

・
太
宗
本
紀
下
、
禽
同
三

(
九
四
O
)
年
六
月
壬
寅
の
僚
に

駕
護
燕
京
。
命
中
書
令
粛
借
謄
。
部
諸
道
軍
子
長
坐
宮
。

と
し
し
、

同
じ
く
禽
同
五
(
九
四
二
〉
年
正
月
戊
午
の
僚
に

詔
政
事
令
健
隠
等
。
以
契
丹
戸
分
屯
南
透
。



と
あ
る
。
雨
者
が
同
一
人
な
る
こ
と
誤
り
あ
る
ま
い
し
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
政
事
令

(叉
は
中
書
令
)
の
任
に
あ
る
も
の
の
、
具
健
的
な
事
蹟
が

ま
た

E
の
判
王
都
に
つ
い
て
は
、
遼
史
巻
三
・

太
宗
本
紀
上
、
天
顕
一ニ
(九
二
八
)
年
正
月
庚
午
の
僚
に

認
め
ら
れ
る
。

以
王
郁
。
篤
輿
園
軍
節
度
使
・
守
中
書
令。

と
見
え
、
俸
(
容
七
五
)
に
は
、
右
の
こ
と
は
見
え
な
い
で
、
末
尾
に

尋
加
政
事
令
。

と
の
み
あ
る
。
さ
ら
に
皿
の
川
耶
律
頚
呈
に
つ
い
て
は
俸
(
各
七
七
〉
に

世
宗
即
位
。
負
傷
隠
。
天
株
三
(
九
四
九
)
年
。
品
米
政
事
令
。

と
あ
る
。

以
上
の
世
宗
天
縁
四
(
九
五
O
)
年
二
月
、
政
事
省
創
置
以
前
、
政
事
令
(
叉
は
中
書
令

||
』正
し
く
は
政
事
令
に
統
一
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)

っ
た
七
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
職
官
創
設
の
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
太
租
の
晩
年
に
は
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考

@
 

え
て
よ
い
。
そ
し
て
他
に
守
政
事
令

(又
は
守
中
書
令
|
|
正
し
く
は
守
政
事
令
に
統
一
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
雨

Uこ
な

- 75ー

者
の
閥
係
は
わ
か
ら
な
い
。

一
方
そ
の
職
掌
に
つ
い
て
、

ー
の

ω韓
延
徽
の
俸
に
見
え
る
記
載
は
、
必
ら
ず
し
も
彼
の
帯
び
る
官
名
と
直
接
か

E
の

ω驚
借
隠
に
つ
い
て
の
太
宗
本
紀
の
二
僚
の
記
載
に
よ
る
と
、
政
事
令
な
る
職
官
が
契
丹
人
を

か
わ
り
の
あ
る
も
の
と
は
と
れ
な
い
が
、

封
象
と
し
て
、
何
等
か
の
政
務
を
捲
賞
し
た
こ
と
は
疑
い
な
き
に
ち
か
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
の
ち
の
政
事
省

(叉
は
中
審
省
〉
'
の
諸
職
官
が

措
嘗
し
た
南
面
の
政
務
と
は
、

お
よ
そ
か
け
は
な
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
前
掲
第
三
表
に
よ
る
と
、
世
宗
天
株
四
(
九
五
O
)
年
二
月
の
政
事
省
創
置
に
先
立
っ
て
、
同
政
事
門
下
卒
章
事
(
叉
は
問
中
書
門
下
卒
章

事
)
に
任
じ
た
も
の
が
、
少
な
く
と
も
三
人
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
百
官
士
山
・
中
書
省
の
僚
、
問
中
書
門
下
卒
章
事
の
項
に
も

太
組
加
王
郁
同
政
事
門
下
卒
章
事
。
太
宗
大
同
元
年
。
見
卒
章
事
張
磁
。

75 

と
あ
る
。
濯
史
一
巻
七
五
・
王
郁
の
俸
に
は
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従
太
租
卒
溺
海
戟
有
功
。
加
同
政
事
門
下
卒
章
事
。

と
見
え
、

そ
れ
が
天
額
元
(
九
一

一
六
)
年
の
太
租
働
海
園
親
征
後
の
論
功
行
賞
に
か
か
わ
り
あ
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

張
暗
に
つ

い

て
は
、
同
書
巻
四
・
太
宗
本
紀
下
、
大
同
元
(
九
四
七
〉
年
正
月
葵
巴
の
僚
、
太
宗
の
後
菅
討
滅
、
大
梁
入
城
の
さ
い
の
一
連
め
論
功
行
賞
の

一
つ
と
し
て

以
張
碩
震
卒
章
事
。

と
あ
り
、
体
(
容
七
六
〉
に
も

改
右
僕
射

・
門
下
侍
郎
・
卒
章
事
0
.

と
あ
る
。

一
方
、
同
書
巻
三
・
太
宗
本
紀
上
、
天
額
五
(
九
三
O
)
年
三
月
壬
午
の
僚
に
は

以
龍
化
州
節
度
使
劉
居
言
。
問
中
書
門
下
卒
章
事
。

と
見
え
る
。

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
見
る
と
、
同
政
事
門
下
卒
章
事
(
叉
は
問
中
書
門
下
歪
早
事

・
歪
早
事
。
|
I正
し
く
は
同
政
事
門
下
卒
章
事
に
統
一

す

- 76ー

べ
き
で
あ
ろ
う
)
な
る
職
官
も
ま
た
、
政
事
令
と
同
様
に
太
租
の
晩
年
あ
た
り
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
き
に
政
事
令
と
な

っ
た
王
郁
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
関
連
し
て
、
天
顕
元
年
征
溺
海
役
の
功
に
よ

り
同
政
事
門
下
卒
章
事
と
な
っ
た
彼
が
、
天
額
三
年
守
政
事
令
と
な
り
、
次
い
で
政
事
令
に
遷
し
て
い
る
事
貫
か
ら
、
ご
く
常
識
的
に
は
政
事

令
・
守
政
事
令

・
同
政
事
門
下
卒
章
事
の
序
列
あ
る
職
官
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
嘗
時
は
ま
だ
政
事
省
な
る
官
署
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か

ら
、
職
掌
を
同
じ
く
し
た
か
ど
う
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
同
政
事
門
下
卒
章
事
の
妓
任
が
論
功
行
賞
と
し
て
他
官

と
粂
ね
て
行
な
わ
れ
て
い
る
離
で
あ
り
、
ま
た
さ
き
に
引
用
し
た
韓
延
徽
俸
に
よ

っ
て
、
守
政
事
令
に
な

っ
た
彼
が
、
そ
の
官
名
を
帯
び
た
が

故
で
ほ
恐
ら
く
な
く
、
そ
の
歴
年
の
輔
翼
の
寅
績
に
よ
っ
て
、
「
中
外
事
態
悉
令
参
決
」
せ
し
め
ら
れ
た
と
停
え
ら
れ
る
の
に
封
し
、

太
宗
本

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、

紀
の
粛
借
隠
に
闘
す
る
こ
僚
の
記
載
か
ら
、
政
事
令
な
る
職
官
が
契
丹
人
に
射
し
或
る
種
の
政
務
を
分
掌
す
る
も
の
と
推
測
で
き
る
と
い
う
、

ョは
な
は
だ
劉
照
的
な
酷
で
あ
る
。
か
く
し
て
臆
測
す
る
。
大
組
は
園
初
、
契
丹
人
に
劃
し
て
或
る
種
の
政
務
を
推
賞
す
る
も
の
と
し
て
、
政
事



令
な
る
職
官
を
設
け
、
百
六
睦
的
に
は
例
え
ば
粛
借
隠
に
開
し
て
見
え
る
こ
僚
の
記
載
に
あ
る
よ
う
な
政
務
を
執
ら
せ
、
や
が
て
の
ち
、
政
事
令

な
る
職
官
が
あ
る
が
故
に
、
守
政
事
令
・
同
政
事
門
下
卒
章
事
の
職
官
を
設
け
、
功
臣
に
封
す
る
賜
官
の
具
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
。

そ
れ
ぞ
れ
に
は
高
下
の
差
は
あ
っ
て
も
、

つ
ま
り
、

一、遠
の
職
掌
を
有
す
る
職
官
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
園
初
太
組
が
か
か
る
職
官
を
設
け
た
事
由
は
何
透
に
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
建
園
前
の
契
丹
祉
舎
に
も
、
或
る
種
の

政
治
集
睦
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
官
職
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
或
る
も
の
が
建
園
後
も
存
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
論
じ
た
と
お

し
か
し
一
方
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
唐
制
を
範
と
し
て
園
政
の
整
備
に
も
資
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
思
い
あ
た
る
の
は
、
奮
唐

書
巻
四
三

・
百
官
志
二
、
門
下
省
の
項
に

り
で
あ
る
。

奮
制
。
宰
相
常
於
門
下
省
議
事
。
謂
之
政
事
堂
。
永
淳
二
年
七
月
。
中
室
田
令
斐
炎
以
中
書
執
政
事
筆
。

途
移
政
事
堂
於
中
警
省
。
開
元
十

一
年
。
中
書
令
張
読
改
政
事
堂
篇
中
書
門
下
。
其
政
事
印
改
震
中
書
門
下
之
印
也
。
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と
見
え
る
事
賞
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
唐
制
に
は
政
事
令
な
る
官
名
は
な
か
っ
た
が
、

宰
相
が
園
初
を
議
す
る
場
所
を
古
く
は
政
事
堂
と
い
い
、

そ
の
決
議
を
記
し
た
文
書
に
は
政
事
印
を
押
捺
し
た
と
解
さ
れ
る。

こ
の
故
事
に
倣
っ
て
太
租
は
、
園
政
の
或
る
部
分
を
鞍
掌
さ
せ
る
た
め
、

政
事
令
な
る
職
官
を
設
け
た
の
に
ち
が
い
な
い
。

J

従
っ
て
嘗
時
は
、
そ
の
職
掌
に
と
く
に
北
・
南
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
直
別
も
判
然
と
せ
ず
、

結
果
的
に
は
、
例
え
ば
さ
き
の
驚
信
憶
に
閲
し
て
太
宗
本
紀
に
見
え
る
二
僚
の
記
載
の
よ
う
な
、
の
ち
の
南
面
の
政
事
省
(
叉
は
中
書
省
)
の
職

掌
と
は
お
よ
そ
か
け
は
な
れ
た
政
務
も
執
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
く
に
附
言
す
る
。
こ
の
時
期
に
政
事
令
に
な
っ
た
契
丹
人
三
人
中
二
人
が
皇
親

・
皇
族
の
出、

漢
人
四
人
と
同
政
事
門
下
卒
章
事
に
な
っ

た
漢
人
三
人

(
う
ち
王
郁
は
前
者
と
重
複
)
が
、

凡
て
太
組
、
太
宗
朝
に
顕
著
な
功
を
翠
げ
た
名
臣
ば
か
り
で
、

彼
等
の
積
年
の
功
に
報
い
る
た

め
の
賜
官
の
誼
逃
が
こ
い
。
所
俸
の
明
ら
・
か
で
な
い
の
は
、
政
事
令
粛
信
隠
た
だ
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
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私
は
前
章
で
大
組
晩
年
あ
た
り
の
政
事
令
創
置
を
も
っ
て
、
唐
制
に
倣
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
、
園
政
の
或
る
部
分
を
鞍
掌
す

る
た
め
、
確
た
る
制
度
も
な
く
、
い
わ
ば
任
意
的
に
園
政
に
頼
著
な
事
蹟
、
あ
る
も
の
を
登
用
す
る
職
官
で
あ

っ
た
ろ
う
と
し
、
の
ち
政
事
令

一
連
の
職
掌
を

あ
る
が
放
に
、
守
政
事
令
と
か
同
政
事
門
下
卒
章
事
の
職
官
も
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
高
下
の
序
列
は
あ
っ

て
も
、

有
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
η

た
。
そ
し
て
以
上
の
経
過
の
故
に
、
本
章
で
問
題
と
す
る
世
宗
天
緑
四
(
九
五
O
)
年
二
月
の
政
事

省
創
設
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
園
初
以
来
、
政
事
令
以
下
の
諸
職
官
が
あ
り
、
任
意
的
に
も
せ
よ
任
用
の
貫
績
が
あ

っ
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
一
省
を
設
け
る
に
到

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

遼
史
各
五

・
世
宗
本
紀
、

天
緑
元
(
九
四
七
)
年
八
月
美
未
の
僚
に

始
置
北
院
植
密
使
。
以
〔
粛
〕
安
樽
鴛
之
。

と
し
、
同
年
の
末
尾
に

高
動
震
南
院
極
密
使
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
世
宗
即
位
の
嘗
初
、
北

・
南
極
密
院
を
創
置
し
、
契
丹

・
漢
の
二
元
的
統
治
制
度
を
確
立
し
、
劉
漢
人
文
治
の
最
高
機
関
と

し
て
、
南

(
漢
人
)
極
密
院
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
「
は
じ
め
た
以
上
、
唐
制
の
中
書
省
に
倣
っ
た
政
事
省
の
創
置
な
ど
は
、

{
自
制
上
重
複
を
亮

か
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
五
代
に
あ
っ
て
も
、
植
密
院
と
中
書
省
と
の
閥
係
は
暖
昧
で
、

五
代
命
問
要
巻
二
四

・
極
密

使
に
よ
る
と
、
中
書
令
が
枢
密
使
を
粂
ね
た
こ
と
も
あ
り
、
植
密
院
が
駿
止
さ
れ
る
と
そ
の
職
員
は
中
書
省
に
入
り
、
復
置
さ
れ
る
と
ま
た
戻

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
極
密
院
は
ほ
ん
ら
い
の
兵
馬
の
権
の
ほ
か
に
、
中
書
省
の
職
掌
も
有
し
た
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
宋
代
に
入

っ
て
雨
者
を
針
置
し
、
文
武
の
二
柄
を
分
掌
さ
せ
た
こ
と
は
、
宋
史
巻

一一

五
・
職
官
志

一
や
文
献
遁
考
巻
五
八

・

職
官
考
一
二
な
と
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
む
し
ろ
五
代
の
二
府
の
在
り
方
に
整
理
を
加
え
た
も
の
と
い

っ
て
よ
い
。
遼
の
世

宗
が
前
後
し
て
南
植
密
院

・
政
事
省
を
設
け
た
の
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
嘗
時
の
(
五
代
の
)
二
府
の
在
り
方
に
倣

っ
た
も
の
と
い

っ
て
よ
か
ろ

う
か
ら
、
津
田
博
士
が
「
其
の
政
事
省
(
中
書
省
〉
は
橘
密
院
と
密
接
な
る
、

ま
た
多
少
陵
昧
な
る
闘
係
を
有
し
、

牢
ば
之
に
附
属
せ
し
如
き



，も
の
な
り
し
な
ら
ん
」

と
い
わ
れ
た
の
が
、
略
々
正
鵠
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

多
く
粂
官
で
、
と
く
に
植
密
使
が
粂
ね
る
例
が
多
く
、
紀
・
俸
の
記
載
も
「
魚
政
事
令
」
よ
り

「
加
政
事
令
」
と
あ
る
場
合
が
匪
倒
的
で
あ
る
。

し
か
し
さ
ら
に
考
え
る
と
、
遼
制
に
お
け
る
植
密
院
は
二
院
制
を
と
っ
て
い
て
、

玉
代
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
し
か
も
南
梅
密
院
の
職
掌
は

漢
人
を
封
象
と
す
る
文
治
に
あ
り
、

漢
人
武
官
の
選
詮
も
そ
の
権
能
か
ら
除
か
れ
て
い
た
か
ら
、

遼
制
に
お
け
る
南
極
密
院
と
政
事
省
と
の
職

掌
の
重
複
は
、
玉
代
に
お
け
る
よ
り
一
層
甚
だ
し
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
誼
す
る
が
ご
と
く
、
さ
き
に
指
摘
し
た
政
事
令
を

そ
し
て
そ
れ
を
誼
す
る
が
ご
と
く
、

政
事
令
は

枢
密
使
が
粂
ね
る
場
合
が
多
い
と
し
た
な
か
で
、
南
極
密
使
の
粂
官
が
ほ
と
ん
ど
凡
て
で
あ
る
と
い
う
事
賓
が
あ
る
。

さ
て
遼
史
巻
五
・
世
宗
本
紀
五
に
は
、
政
事
省
創
置
の
翌
年
で
あ
る
天
乱
脈
五
(
九
五
一
)
年
五
月
に
か
け
て

訪
問
。
州
鯨
録
事
・
参
事
・
主
簿
。

委
政
事
省
詮
注
。

と
、
そ
の
職
掌
の
片
鱗
を
示
す
記
載
が
あ
る
。
問
書
巻
四
五
・

百
官
志
一
に
は
、
す
で
に

と
、
契
丹
南

(
漢
人
l
南
)
植
密
院
の
職
掌
と
し
て
、

ち
、
州
鯨
の
銭
事
以
下
下
級
官
の
選
詮
は
政
事
省
に
委
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
上
級
官
の
選
詮
に
政
事
省
は
興
か
り
得
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

遼
史
巻
四
七

・
百
官
志
四
、
南
面
方
官

・
州
刺
史
職
名
飽
自
の
項
、
州
の
第
三
等
官
た
る
録
事
・
参
箪
の
僚
と
、
同
じ
く
燃
職
名
糖
自
の
項
、

牒
の
第
三
等
官
た
る
主
簿
の
僚
と
に
、
世
宗
の
詔
を
掲
げ
て
こ
の
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
あ
る
。

文
詮
す
な
わ
ち
漢
人
文
官
選
詮
の
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
て
あ
る
。

従
っ
て

漢
人
文
官
の
う
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契
丹
南
極
密
院
。
掌
文
詮
・
部
族
丁
賦
之
政
。

と
こ
ろ
で
遼
史
巻
三
二
・
管
街
志
中
、
行
替
の
僚
に
は
、

建
園
後
も
四
季
に
雁
じ
て
幕
営
地
を
移
し
た
皇
帝
に
属
従
す
る
諸
官
の
こ
と
を
記

し
、
北
面
官
で
は
契
丹
大
小
内
外
臣
僚
そ
の
他
、
南
面
官
で
は
漢
入
植
密
院
・
中
毒
省
が

た
だ
宰
相
一

員
を
摘
す
る
ほ
か
、

少
数
の
官
を
事

げ
、
か
く
し
て
首
都
に
残
留
す
る
宰
相
以
下
が
執
行
す
る
政
務
に
つ

い
て

宰
相
以
下
還
於
中
京
居
守
。
行
遁
漢
人
一
切
公
事
。
除
奔
官
僚
。

止
行
堂
帖
権
差
。
侯
禽
議
行
在
所
取
旨
。
出
給
詰
勅
。
文
官
鯨
令
録
事

以
下
更
不
奏
聞
。
聴
中
書
詮
選
。
武
官
須
奏
開
。

79 
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と
い
っ
て
い
る
。
世
宗
本
紀
お
よ
び
そ
の
詔
を
鱒
記
し
た
百
官
志
が
、
前
述
の
よ
う
に
州
豚
の
第
三
等
官
以
下
の
詮
選
を
政
事
省
に
委
す
と
し

て
い
る
の
に
針
し
、
こ
こ
で
は
豚
の
第
一
等
官
た
る
豚
令
以
下
と
し
て
い
る
の
を
、
政
事
省
か
ら
中
書
省
へ
の
改
稿
、

つ
ま
り
時
間
の
推
移
に

よ
っ
て
、
委
任
事
項
の
範
囲
が
擁
大
し
た
と
見
て
よ
い
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
だ
け
の
史
料
で
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
と
も
か
く
、

州
牒
官
と

い
え
ば
、
専
ら
漢
人
を
任
用
す
る
こ
と
を
た
て
ま
え
と
し
、
南
面
官
中
の
最
多
数
者
で
あ
り
、
直
接
人
民
に
接
す
る
牧
民
官
で
も
あ
る
か
ら
、

漢
人
を
封
象
と
し
て
文
治
を
職
掌
と
す
る
南
極
密
院
に
お
い
て
は
、
最
も
重
=
要
な
任
務
と
看
倣
し
て
よ
い
。

が
、
政
事
省

(叉
は
中
書
省
〉
の
専
決
事
項
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
南
極
密
院
と
は
一
践
的
な
官
署
で
は
あ
る
に
し
て
も
、

個
の
行
政
府
と
し
て
南
極
密
院
か
ら
濁
立
し
た
権
能
も
有
す
る
官
署
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
か
か
る
諸
官
の
絞
任
権

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
園
J

初
創
置
さ
れ
た
政
事
令
な
る
職
官
が
、
前
章
に
論
じ
た
よ
う
に
少
な
く
と
も
具
帥
恒
例
に
よ
る
か
ぎ
り
、
契
丹

人
を
封
象
と
し
て
或
る
種
の
政
務
を
分
捨
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
射
し
、
政
事
省
な
る
官
署
の
創
置
は
、
太
租
朝
の
置
官
の
集
約
で
は
あ
る

そ
の
職
掌
は
明
確
に
南
面
に
あ
り
、
唐
制
の
中
書
省
.を
模
骨
持
し
た
も
の
と
看
倣
し
て
よ
い
。
そ
れ
が
、
の
ち
に
中
書
省
と
改
稿
さ

れ
る
に
到

っ
た
事
由
に
連
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
遼
史
巻

一
五
・
聖
宗
本
紀
六
、
開
泰
三
(
一
O
一
四
)
年
七
月
壬
辰
の
篠
に

に
し
て
も
、

ハ
リ。。

詔
。
政
事
省

・
極
密
院
。
酒
間
授
官
稗
罪
。
即
奉
現
行
。

明
日
覆
奏
。

さ
き
に
引
用
し
た
管
衡
志
の
抽

象
的
な
記
述
を
、
具
鰻
的
な
場
合
に
よ

っ
て
裏
書
き
し
た
も
の
と
と
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
管
街
志
に
よ
る
と
、
漢
人
文
官
の
選
詮
に
は
、
州

と
あ
る
の
は
、
も
と
よ
り
嘗
時
の
特
異
な
事
情
に
射
す
る
措
置
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
後
に
は
、

豚
第
三
等
官
以
下
若
し
く
は
鯨
令
以
下
を
さ
か
い
に
し
て
、
そ
れ
以
下
は
政
事
省
の
専
決
、
そ
れ
よ
り
上
級
の
職
官
に
つ
い
て
は
、
南
極
密
使

か
か
る
南
植
密
院
の
決
定
、
よ
り
具
鐙
的
に
は
そ
の
結
果
と

が
堂
帖
を
行
し
て
か
り
に
差
遣
し
て
お
い
て
上
奏
裁
可
を
侠
つ
わ
け
で
あ
る
が
、

し
て
の
堂
帖
の
作
製
に
は
、
ほ
ん
ら
い
権
限
外
で
あ
っ
て
も
政
事
省
も
興
か
り
得
た
と
考
え
ら
~れ
る
。
儒
り
に
一
歩
を
譲
っ
て
も
、
政
事
省
が

専
決
を
認
め
ら
れ
た
限
界
内
で
、
現
貫
に
漢
人
文
官
の
絞
任
を
行
っ
た
こ
と
は
、
開
泰
三
年
七
月
壬
辰
の
詔
で
明
ら
か
と
い
っ
て
よ
い
。
か
く

し
て
政
事
省
が
、
初
期
の
政
事
令
と
は
異
な

っ
て
、
南
面
の
官
署
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や
疑
い
を
容
れ
な
い
。
そ
し
て
さ
き
の
上
奏
裁
可



が
、
ほ
と
ん
ど
形
式
上
の
こ
と
で
、
南
極
密
使
の
案
ど
お
り
決
定
す
る
の
が
例
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
南
極
密
院
を
南
面
の
最
高
機
関
と
い
い

得
る
の
に
封
し
、
政
事
省
(
突
は
中
蓄
省
)
は
そ
の
下
で
の
一
行
政
府
と
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
両
者
の
排
別
に
も
賀
子
る
こ
と
が
〆で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

，園
初
の
政
事
令
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
政
事
省
の
創
置
に
よ
り
、

そ
の
長
官
た
る
政
事
令
の
任
用
に
も
獲
化
が
生
じ
た
で

あ
ろ
う
か
1

事
長
一
位
校
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
政
事
令
交
は
中
書
令
|
正
し
く
は
政
事
令
に
統
一
す
べ
き
で
あ
る
)

町
の

ωよ
り
W
ゐ
叫
に
到
る
'担
計
三
五
人
で
あ
る
。
そ
の
内
誇
は
、
契
丹
人
二
四
人

(外
に
遊
牧
系
民
族
出
身
二
人
)、
漢
人
九
人
、

人
二
四
人
の
う
ち
、
皇
親

・
皇
族
又
は
后
族
一
一
人
と
な
っ
て
い
て
、
全
睦
の
比
重
か
ら
い
う
と
、
皇
親

・
皇
族
又
は
后
族
の
出
が
い
ち
ば
ん

多
く
、
そ
の
傾
向
は
、
太
組
朝
に
置
か
れ
た
政
事
令
に
お
け
る
と
異
な
ら
な
い
。
次
に
前
掲
の
第
三
表
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
に
同
政
事
門
下

に
な

っ
た
の
は
、

さ
ら
に
契
丹

歪
早
事
(
叉
は
同
中
書
門
下
卒
章
事

1
l
正
し
く
は
同
政
事
門
下
卒
章
事
に
統
一
す
べ
き
で
あ
る
)
に
な

っ
た
の
は
、

V
の
川
か
ら

四
の
仰

・
帥

・
同

(川・

ω
・
ωは
中
書
省
と
改
稿
後
の
叙
任
例
〉
の
総
計
二
五
人
、
そ
の
内
語
は
契
丹
人

二
ハ
人
、
漢
人
八
人
、
崩
海
人
一
人
で
、
契
丹
人

二
ハ
人

の
う
ち
、
皇
親

・
皇
族
又
は
后
族
九
人
と
な
っ
て
い
て
、
全
鐙
の
比
重
か
ら
い
う
と
、

皇
親

・
皇
族
又
は
后
族
の
出
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
そ
の

⑫
 

傾
向
か
ら
す
る
と
さ
き
の
政
事
令
に
お
け
る
と
異
な
ら
な
い
。
従

っ
て
絞
任
事
例
か
ら
推
す
か
ぎ
り
、
南
面
の
行
政
府
と
な

っ
た
政
事
省
に
あ

- 81一

い
て
い
え
ば

っ
て
も
、
そ
の
主
要
な
職
官
に
任
じ
ら
れ
る
も
の
が
、
多
く
は
遼
室
と
特
別
な
関
係
の
あ
る
血
筋
か
ら
出
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

第
一

・
第
三
の
雨
表
に
よ

っ
て、

し

漢
人
出
身
の
歴
任
の
官
僚
を
も
っ
て
あ
て
る
事
例
が
目
立

ち
、
そ
れ
は
前
掲
の
第
二
表
に
よ
「
て
、
政
事
舎
人
(
叉
は
中
盤官舎
人

|
l
正
し
く
は
政
事
合
人
に
統
一
す
べ
き
で
あ
る
)
に
こ
の
時
期
に
な
っ
た
の

"
は
聖
宗
も
晩
年
あ
た
り
か
ら
、

は、

V
の

ωか
ら
刊
の

ωに
到
る
一
二
人
で
、
そ
の
凡
て
が
漢
人
出
身
の
歴
任
官
僚
の
出
で
あ
る
黙
と
も

一
致
す
る
。
そ
こ
で
遼
史
巻
六
一

・

刑
法
志
上
に
見
え
る

往
時
。
大
理
寺
獄
訟
。
九
闘
覆
奏
者
。
以
翰
林
皐
士

・
給
事
中

・
政
事
舎
人
詳
決
。
至
是
始
置
少
卿
及
正
。
主
之
。

~1 

に
よ
る
と
、
大
理
寺
の
創
置
前
に
は
、
政
事
舎
人
が
翰
林
皐
士

・
給
事
中
と
と
も
に
、
覆
奏
の
詳
審
詳
決
に
任
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

L、
う
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ま
で
も
な
く
園
初
以
来
漢
人
に
は
律
令
を
も
っ
て
臨
む
の
が
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
徒
罪
以
下
は
州
鯨
で
決
す
る
が
、
流
罪
と
死

罪
と
に
つ
い
て
、
大
理
寺
で
詳
質
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
刑
部
か
ら
中
書

・
門
下
に
上
ら
れ
、
最
後
に
天
子
に
申
奏
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
た
と
す
る

唐
令
の
規
定
が
、
遼
代
ど
こ
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
の
機
関
で
詳
審
詳
決
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い

を
容
れ
な
ツ
右
の
刑
法
志
の
記
載
は
、
聖
宗
開
泰
年
間
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、

九
四
)
年
と
考
え
ら
れ
旬
。
か
く
し
て
刑
法
志
の
記
載
か
ら
、

大
理
寺
の
創
置
は
こ
れ
に
先
立
つ
聖
宗
統
和
一
一

一
(九

舎
人
が
詳
決
に
任
じ
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
嘗
代
の
知
識
人
で
あ
り
、 そ

れ
以
前
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、⑬

 

ま
た
経
験
豊
か
な
官
僚
の
出
を
あ
て
る
例
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま

翰
林
皐
士

・
給
事
中
・
政
事

ぃ
。
従
っ
て
そ
れ
は
前
掲
の
第
二
表
か
ら
述
べ
た
と
こ
ろ
と
も
一

致
す
る
。
そ
し
て
ま
た
政
事
舎
人
が
寅
務
を
有
し
、
従
っ
て
政
事
省
が
空
名

で
な
か
っ
た
誼
撲
に
も
で
き
る
と
思
う
。

V 

改
稿
後
の
中
書
省
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遼
史
巻
一
九

・
興
宗
本
紀
二
、

重
照
一
二
(
一

O
四
三
)
年
二

一月
戊
申
の
僚
に

改
政
事
省
。
震
中
書
省
。

と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
世
宗
天
旅
田

(
九
五
O
〉
年
二
月
始
建
の
政
事
省
は
、

こ
の
時
そ
の
名
稿
を
中
書
省
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。

と
は
、
政
事
省
そ
の
も
の
が
、
唐
制
の
中
書
省
の
模
篤
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
自
然
な
措
置
と
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
掲

の
第
一
表
に
よ
る
と
、
改
稿
後
中
書
令
に
な
っ
た
も
の
は
、
川
仙
の
例
以
下
総
計
一
一

、
そ
の
内
需
は
契
丹
人
の
四
人
に
劉
し
漢
人
は
七
人
、
そ

し
て
契
丹
人
の
全
部
が
皇
親
・
皇
族
又
は
后
族
の
出
な
の
に
射
し
、
漢
人
の
う
ち
六
人
ま
で
が
貢
拳
合
格
者
出
身
、
の
こ
り
の

一
人
を
ふ
く
め

凡
て
歴
任
の
官
僚
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
買
が
あ
る
。
一
方
、
第
三
表
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
問
中
書
門
下
卒
章
事
に
な
っ

た
も
の
は
、
刊
の

ω・
ω・
ω以
下

(ω
・

ω・仰
は
改
稿
前
の
叙
任
例
)
組
計
一
二
人
、
そ
の
内
諜
は
契
丹
人
の
六
人
に
劉
し
、
漢
人
は
五
人
、

他
に
回
紘
人
一
人
、
そ
し
て
契
丹
人
の
う
ち
一
人
が
后
族
の
出
な
の
に
劉
し
、
爾
儀
は
契
丹
人
と
漢
人
の
別
な
く
歴
任
の
官
僚
の
出
な
る
こ
と

こ
の
こ



が
確
か
め
ら
れ
る
。
第
二
表
に
よ
る
中
書
舎
人
の
事
例
は
、
四
の

ω、
漢
人

一
人
し
か
な
い
か
ら
、
そ
の
選
詮
の
傾
向
は
つ
か
め
な
い
。

以
上
の
銭
任
事
例
か
ら
唯
す
と
、
改
稿
後
の
中
書
省
の
主
要
な
職
官
に
な
っ
た
も
の
が
、
歴
任
の
官
僚
の
出
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
事
賓
が
指
摘
で
き
、
そ
れ
は
、
政
事
省
と
稽
し
た
時
代
の
同
じ
諸
職
官
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
多
く
は
遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
事
賓
と
、
は
な
は
だ
封
照
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
改
稿
後
に
も
遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
が

任
じ
ら
れ
た
例
は
少
な
く
は
な
い
し
、
逆
に
ま
え
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
聖
宗
の
晩
年
あ
た
り
か
ら
歴
任
の
官
僚
の
出
を
あ
て
る
傾
向
は
、

か
な
り
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
も
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
輿
宗
重
照
二

一
(
一
O
四
三
〉

年
一
二
月
の
改
稿
が
、
南
面
行
政
府
の
一
官
署
た
る
政
事
省
の
質
的
轄
換
と
ま
で
は
い
え
な
い

に
し
て
も
、
政
事
省
創
置
の
由
来
に
基
づ
く
自
然
な
措
置
以
上
の
な
に
か
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
政
事

一
面
で
は
い
ま
ふ
れ
た
唐
制
に
お
け
る
中
書
省
の
模
寓
の
ほ
か
に
、
他
面
で
す
で
に
述
べ
た
園
初
政
務
の
或
る
部
分
を
執
ら

省
の
創
置
に
は
、

- 83ー

せ
る
た
め
置
か
れ
た
政
事
令
以
下
の
職
官
を
集
約
す
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
園
初
の
政
事
令
に
は
、
遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
を
任

意
的
に
あ
て
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
同
じ
傾
向
は
政
事
省
の
政
事
令
以
下
の
任
用
に
も
踏
襲
さ
れ
た
。
否
、
そ
う
み
る
よ
り
む
し
ろ
、
梶
密

院
を
頂
黙
と
す
る
官
僚
韓
制
の
上
に
皇
帝
が
輩
、
ぇ
立
う
と
い
う
鐙
制
よ
り
、
ま
だ
氏
族
的
な
紐
帯
に
よ
っ
て
政
柄
を
把
持
し
よ
う
と
す
る
睦
制

に
留
ま
り
、
従
っ
て
中
園
的
な
官
府
の
、顛
要
な
職
官
に
ま
で
、
遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
を
主
と
し
て
任
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
賞
情
に
あ
っ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
君
主
権
の
伸
長
に
伴
っ
て
、
歴
任
の
官
僚
の
出
の
も
の
を
あ
て
て
も
支
障
の
な
い
、
む
し
ろ
官
僚
睦
制

の
上
に
餐
え
る
皇
帝
権
の
確
立
に
資
し
得
る
践
制
が
、
徐
々
に
で
は
あ
ろ
う
が
整
え
ら
れ
て
来
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
聖
宗
の
晩
年
あ

た
り
か
ら
、
歴
任
の
官
僚
の
出
の
も
の
を
あ
て
る
傾
向
が
、
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
興
宗
重
照
一

二
年
の
改
稿
は
、
恐
ら
く
こ
う

い
う
経
験
と
自
信
と
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
に
は
園
初
の
政
事
令
以
来
の
停
統
を
断
絶
す
る
意
味
が
あ
っ
た

政
事
省
か
ら
中
書
省
へ
の
改
稿
を
も
っ
て
、
単
純
に
政
事
省
創
置
の
由
来
に
基
づ
く
自
然
な
措
置
以
上

か
く
し
て
私
は
、

と
考
え
ら
れ
る
。

83 

の
、
南
面
行
政
官
府
と
し
て
の
確
立
の
意
義
を
よ
み
と
り
た
い
と
思
う
。
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と
こ
ろ
で
前
掲
の
第

一・

二

・
三
表
を
通
見
す
る
と
、
総
じ
て
こ
の
時
期
の
絞
任
例
の
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
を
、
史
料
の
あ
ら
わ

れ
方
に
よ
る
偶
然
の
結
果
と
見
る
べ
き
か
、
な
ん
ら
か
の
意
味
に
よ
る
も
の
か
は
、
も
と
よ
り
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、

重
湘
一
二
(
一

O
四
三
〉
年
一
一
一
月
の
政
事
省
か
ら
中
書
省
へ
の
改
稿
が
、
南
面
行
政
府
と
し
て
の
確
立
の
た
め
の
措
置
と
す
る
私
見
に
し
て
正

し
け
れ
ば
、
結
果
的
に
は
南
極
密
院
と
中
書
省
と
の
機
能
上
の
関
係
は
、

一
層
暖
味
な
も
の
た
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
と
な
る
。
事
貫
こ
れ
を

謹
す
る
が
ご
と
く
、
金
史
各
五
五

・
百
官
志
一

、
極
密
院
の
僚
の
割
注
に
、
「
初
猶
如
遼
南
院
之
制
。
後
則
否
」
と
あ
る
。
亡
濯
の
遺
制
を
縫

承
し
た
金
初
の
極
密
院
を
、
同
書
巻
七
八

・
韓
企
先
俸
は

太
租
:
:
:
置
中
書
省
極
密
院
子
康
寧
府
。
:
・:
太
宗
初
年
。
:
:
:
移
置
中
書
極
密
子
卒
州
。
十
祭
靖
以
燕
山
降
。
移
置
燕
京
。

九
漢
地
選
授

・

調
設
租
税
。
皆
承
制
行
之
。

と
い
っ
て
、
少
な
く
と
も
金
初
の
廷
臣
が
亡
遼
の
南
極
密
院
と
中
書
省
と
を
一

官
街
と
解
し
て
い
た
こ
と
、
並
に
同
書
巻
三

・
太
宗
本
紀
、
天

以
張
忠
嗣
。
権
簸
南
京
中
書
極
密
院
事
。
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曾
三
三
二
一
五
)
年
一
一
月
の
僚
に

と

こ
れ
を
裏
付
け
る
絞
任
例
ま
で
あ
る
こ
と
は
、
遼
末
に
な
る
と
中
書
省
の
機
能
は
す
で
に
南
植
密
院
に
吸
牧
さ
れ
て
、
長
官
中
書
令
の
ご

一
種
の
稿
競
の
よ
う
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
第
二
・
第
三
表
と
く
に
前
者
に、

興
宗
の
改
稿
後
、

中
書
舎
人
や
問
中
書
門
下
卒
章
事
に
な
っ
た
も
の
が
乏
し
い

の
は
、

れ
、
空
名
化
し
て
い
っ
た
誼
披
に
皐
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

と
き
も
な
か
ば
空
名
と
化
し
、

中
書
省
が
そ
の
機
能
を
事
買
上
南
極
密
院
に
吸
牧
さ

も
ち
ろ
ん
南
極
密
院
と
中
書
省
(
又
は
政
事
省
)
と
の
闘
係
が
唆
味
で
、
後
者
が
前
者
に
な
か
ば
附
属
す
る
よ
う
な
欣
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

政
事
省
か
ら
中
書
省
へ
の
改
稿
と
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

守、

V
の
刷
女
里
の
契
丹
行
宮
都
部
署
使
、

前
掲
の
第
一
表
に
あ
る

V
の

ω卒
王
隆
先
の
東
京
留

刊
の
刷
耶
律
阿
波
里
の
北
院
宣
徽
使
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
事
令
を
加
官
さ
れ
て
い
る
事
郎
、
つ

ま
り
南
極
密
院
と
関
係
の
直
接
な
い
職
官
で
政
事
令
を
粂
官
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
す
で
に

一
種
の
稽
践
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い



た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
じ
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
政
事
省
が
南
面
の
行
政
の
う
え
に
、
貫
質
的
な
権
能
を
有
し
た
こ
と
も
巌
然
た
る
事
貰

で
あ
る
。

州
鯨
第
三
等
官
以
下
の
漢
人
文
官
選
詮
を
専
決
し
得
る
と
い
う
権
限
を
、
過
少
評
慣
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
地
位
と
し

て
は
低
い
も
の
で
あ

っ
て
も
、
被
征
服
の
漢
人
民
衆
に
直
接
接
す
る
牧
民
官
で
あ
り
、
数
に
お
い
て
も
最
も
多
い
が
け
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に

遼
の
よ
う
な
園
家
の
場
合
、
重
要
な
役
割
を
措
う
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
事
令
に
、
。遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
を
あ
て
る
例
が
多

か
っ
た
の
も
、
政
事
省
が
以
上
の
よ
う
な
質
権
を
握
、っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
単
な
る
稽
放
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
な
に
よ
り

の
誼
擦
で
あ
る
。
従

っ
て
政
事
省
(
又
は
中
書
省
〉
と
南
極
密
院
と
の
関
係
が
暖
昧
で
、
前
者
が
後
者
に
な
か
ば
附
属
す
る
よ
う
な
朕
態
に
あ
っ

た
こ
と
は
、
創
建
嘗
初
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
傾
向
は
時
代
と
と
も
に
強
ま
り
、
政
事
省
、
が
中
書
省
と
改
め
ら
れ
、
南
面
の

そ
の
権
能
は
南
極
密
院
に
吸
牧
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
貫
務
な
き
空
疎
な
官
署
に
す

行
政
府
と
し
て
鰻
裁
が
整
え
ら
れ
る
に
到

っ
た
の
と
は
逆
に
、

@
 

ぎ
な
く
な

っ
た
と
考
え
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

VI 

中
書
省
の
諸
職
官

- 85ー

遼
史
巻
四
七

・
百
官
志

南
面
朝
官

・
中
書
省
の
僚
に
列
翠
さ
れ
た
諸
官
の
う
ち

上
来
述
べ
来
た

っ
た
三
職
官
以
外
で
瀕
出
す
る
の

は
、
参
知
政
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
同
書
巻
ご
ニ

・
聖
宗
本
紀
四
、
統
和

一
二
(
九
九
四
)
年
七
月
己
卯
の
僚
に

以
翰
林
承
旨
邪
抱
朴
参
知
政
事。

と
あ
る
の
を
初
出
と
し
て
、
遼
末
ま
で
絞
任
事
例
が
瀕
出
し
、

一
々
は
掲
げ
な
い
が
、
整
理
を
加
え
て
み
る
と
、
例
外
な
く
漢
人
出
身
者
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
商
品肱の
諸
職
官
に
つ
い
て
は
、
百
官
志
に
附
記
さ
れ
た
絞
任
例
の
ほ
か
に
、

ほ
と
ん
ど
史
料
が
求
め
ら

し
か
し
綿
じ
て
い
う
と
、
大
丞
相
に
つ
い
て
太
宗
朝
の
紋
任
例
が
見
え
る
ほ
か
は
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
聖
宗
期
以
後
の
絞
任
例
で

れ
な
い
。
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越
延
尋
、

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
百
官
志
は
、
大
丞
相
を
中
霊
園
令
の
次
に
掲
げ
て
い
る
が
、
濯
史
の
紀

・
俸
に
よ
る
と
、

こ
れ
に
な

っ
た
の
は
太
宗
朝
の

興
宗
朝
の
粛
孝
穆
の
四
人
だ
け
で
、

景
宗
朝
の
高
動
、

聖
宗
朝
の
韓
徳
一譲
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
嘗
代
の
名
臣
に
か
ぎ
ら
れ
て
い



中
書
令

(又
は
政
事
令
|
|
以
下
準
じ
て
略

お
よ
び
堂
後
官

・
主
事

・
守
嘗
官

・
令
史
を
統
属
す
る
参
知

政
事
が
あ
り
、
他
に
中
書
合
入
院
と
右
諌
議
大
夫

・
右
補
闘

・
右
拾
遺
よ
り
な
る
右
諌
院
と
が
腐
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
全
く
唐
制
の
模

潟
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
だ
け
の
寅
務
を
有
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
そ

の
絞
任
例
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
聖
宗
朝
あ
た
り
よ
り
見
え
る
の
に
よ
る
と
、
聖
宗
の
世
代
ご
ろ
に
は
と
も
か
く
唐
制
に
お
け
る
中
書
省

⑮
 

る。

し
て
み
る
と
そ
れ
は
、
百
官
志
が
次
に
列
し
た
左
丞
相
・

右
丞
相
と
と
も
に
、
功
第
顛
著
な
名
臣
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
れ
に
賜
興
す
る
寅

職
な
き
官
名
と
、
こ
れ
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
。

そ
う
だ
と
す
る
と
中
書
省

(
又
は
政
事
省
)
に
は
、

す
)
を
長
官
と
し
、
そ
の
下
に
知
中
書
事

・
中
書
一侍
郎

・
問
中
書
門
下
卒
章
事
、
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に
倣
っ
た
政
事
省
が
、
か
た
ち
だ
け
は
整
え
ら
れ
る
に
到

っ
て
い
た
と
考
え
て
誤
り
あ
る
ま
い。

VII 

門
下
省
と
向
書
省

百
官
志
三
に
よ

っ
て
疑
い
を
容
れ
な
い
。

し
か
し
三
省
は
唐
に
あ
っ
て
さ
え
官
制
上
の
職
掌
と
質
際
の
事
務
と
の
聞
に
一
致
し
な
い
貼
が
多

no 
oo 

遼
の
南
面
朝
官
に
は
、
中
書
省
の
ほ
か
に
門
下
省

・
向
書
省
も
名
目
上
は
設
け
ら
れ
、
従
っ
て
三
省
の
凡
て
が
模
骨
局
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

く
、
名
賓
の
布
離
は
五
代
に
及
ん
で
一
一
層
甚
だ
し
く
な

っ
て
い
た
か
ら
、
遼
が
か
か
る
制
度
を
採
っ
て
ど
の
よ
う
に
責
務
に
適
用
し
た
か
は
、

す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

門
下
省
の
長
官
た
る
侍
中
の
多
く
が
、
別
に
寅
務
を
有
し
、
ま
た
致
仕
の
後
に
加
官
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
例
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
空
名
と
等

し
く
、

一
種
の
稽
披
の
ご
と
き
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
き
に
ち
か
い
。

ま
た
直
接
民
治
と
交
渉
あ
る
六
部
の
ご
と
き
も
、
遼

代
官
職
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
絞
任
例
も
あ
っ
て
疑
い
な
い
が
、
南
極
密
院
が
康
範
な
質
権
を
有
し
た
か
ぎ
り
、
ほ
と
ん
ど
空
名
に
等
し
か

⑬
 

っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
至
首
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
三
朝
北
盟
舎
編
巻
二
一
所
引
の
亡
遼
録
に

中
書
・

門
下
共

一
省
。
粂
雄
部
。
有
堂
後

・
主
事
・
守
堂
官

一
員
。
向
書
省
併
入
植
密
院
。
有
副
承
旨
。
吏
房
・
兵
房

・
刑
房
承
旨
。
戸

房
。
臆
房
副
工
部
也
。
主
事
各

一
員
。



と
あ
る
記
載
で
あ
る
。
亡
遼
の
官
制
を
概
述
し
た
亡
遼
録
の
記
載
は
、
遼
史
百
官
志
の
史
料
と
も
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
中

書

・
門
下
の
二
省
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
尚
書
省
は
南
極
密
院
に
併
入
さ
れ
て
い
た
と
惇
え
ら
れ
る
。

遼
の
何
時
頃
の
こ
と
を
俸
え
た
も
の

で
あ
る
か
は
剣
然
と
し
な
い
が
、
三
省
の
各
職
掌
の
う
え
か
ら
す
れ
ば
、
略
々
正
鵠
を
得
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
遼
制
に
お
け

る
三
省
の
う
ち
、
と
も
か
く
も
貧
務
を
有
し
た
の
は
中
書
省
だ
け
で
、
門
下

・
尚
書
の
二
省
は
ほ
と
ん
ど
空
名
に
等
し
く
、
そ
の
職
官
は
草
な

る
一
種
競
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
恐
ら
く
誤
り
あ
る
ま
い
。

む

す

び

本
稿
は
、
遼
の
三
省、

な
か
ん
ず
く
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
中
書
省
を
中
心
に
論
じ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
唐
の
三

省
六
部
の
組
織
は
、
唐
末
あ
た
り
か
ら
寅
質
的
に
は
形
骸
を
留
め
る
だ
け
に
な
り
、
五
代
を
経
て
宋
に
到
る
聞
に
、
全
く
別
個
の
新
し
い
組
織

ヴ
，。。

受
け
と
め
よ
う
と
し
た
か
は
、
遼
の
南
面
官
制
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
す
こ
ぶ
る
興
味
の
あ
る
問
題
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
d

一

本
稿
で
扱
っ
た
範
囲
の
な
か
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
か
ら
、
後
日
に
譲
っ
て
い
ま
は
述
べ
な
い
。
本
稿
で
は
、
遼
の
三
省
、
な
か
ん
ず
く
中

J
書
省
の
機
能
の
繁
遷
に
焦
貼
を
し
ぼ
っ
た
。
そ
し
て
遼
が
、
園
初
唐
の
中
書
省
に
倣
っ
て
政
事
令
を
置
き
、

遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
か
肇

の
ち
政
事
白省
な
る
官
署
を
設
け
て
、
南
極
密
院
の
も
と
で
漢
人
文
治
の
行
政
官
署

が
出
来
上
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
う
い
う
中
央
政
府
組
織
の
嬰
容
の
経
過
を
、

中
圏
王
朝
の
制
に
倣
お
う
と
し
た
遼
が
ど
の
よ
う
に

閣
の
功
臣
を
任
用
し
て
、
園
政
の
或
る
部
分
を
撞
嘗
さ
せ
、

と
し
た
。

し
か
し
、
諸
職
官
と
く
に
長
官
な
ど
主
要
な
職
官
の
絞
任
に
は
、
依
然
と
し
て
園
初
採
ら
れ
た
方
針
が
堅
持
さ
れ
た
が
、
聖
宗
の
晩

年
あ
た
り
か
ら
、
歴
任
の
官
僚
の
出
の
も
の
を
あ
て
る
例
も
多
く
な
り
べ
や
が
て
名
稽
も
中
書
省
と
改
め
ら
れ
て
、
南
面
官
と
し
て
の
か
た
ち

が
整
え
ら
れ
た
の
に
、
職
掌
の
貼
で
は
逆
に
権
能
を
喪
失
し
て
、
漢
儀
と
く
に
嘉
儀
・
賓
儀
な
ど
の
さ
い
或
る
種
の
役
を
演
ん
ず
る
位
は
高
い

が
貧
権
の
な
い
、
い
わ
ば
稀
放
の
よ
う
な
も
の
に
、
そ
の
長
官
名
も
繁
わ
っ
て
い
司
た
。
以
上
が
本
稿
の
あ
ら
ま
し
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
私
は

87 

南
面
官
で
あ
る
の
に
猫
特
の
銃
任
の
仕
方
が
採
ら
れ
た
貼
に
、
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
。
凡
そ
遼
の
官
制
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

官
僚
憧



88 

制
の
上
に
聾
え
立
つ
専
制
的
な
皇
帝
権
の
確
立
の
方
向
と
、
依
然
と
し
て
古
い
氏
族
的
な
紐
帯
の
お
り
な
す
面
と
の
か
ら
み
あ
い
の
問
題
が
、

常
に
重
要
な
謀
題
と
な
り
、
そ
れ
が
遼
の
園
家
と
し
て
の
性
格
を
究
め
る
、
少
な
く
と
も
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま

で
私
は
く
り
か
え
し
主
張
し
て
来
た
。
本
稿
で
扱

っ
た
ご
と
き
南
面
の
顕
要
な
織
官
に
ま
で
、
遼
室
と
血
筋
の
連
な
る
も
の
を
任
用
し
た
場
合

が
多
か
っ
た
と

い
う
事
貫
は
、
依
然
と
し
て
古
い
氏
族
的
な
紐
幣
の
お
り
な
す
面
が
、
中
園
的
な
官
僚
健
制
の
確
立
へ
の
方
向
を
障
碍
す
る
要

素
と
な

っ
た
と
認
め
る
こ
と
が
可
能
で

か
か
る
も
の
を
振
り
切
れ
な
か

っ
た
と
こ

ろ
に

中
央
集
権
的
な
専
制
官
僚
鐙
制
を
指
向
し
な
が

ら
、
そ
の
限
界
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
遼
園
を
中
園
王
朝
風
の
園
家
と
は
少
な
く
と
も
い

い
き
れ
な
い
と
す
る
、
年
来
の
主
張
を
重
ね
て
確
認

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
唐
の
三
省
六
部
の
組
織
は
、
天
子
の
権
限
を
貴
族
の
塵
力
で
せ
ば
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
別
個
の
新
し
い
組
織
に
忠
買
な
官
僚
を
排
し
て
天
子
濁
裁
政
治
を
確
立
す
る
努
力
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
遼
帝
が
自
己

の
血
筋
に
連
な
る
も
の
、
外
戚
も
し
く
は
宮
廷
寄
生
貴
族
的
な
特
定
の
功
臣
を
三
省
の
主
要
な
職
官
に
排
し
た
の
は
、

に
立

っ
て
君
主
権
を
維
持
し
強
化
し
て
行
こ
う
と
し
た
か
ら
で
、
三
省
が
貴
族
政
治
の
場
で
あ
っ
た
故
事
に
基
づ
い
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

」
れ
と
は
異
な
る
次
元

一 回一

遼
の
三
省
が
、
漢
人
文
治
の
最
高
機
関
た
る
南
極
密
院
に
統
腐
し
、
な
か
ば
こ
れ
と

一
鵠
の
ご
主
き
暖
味
な
状
態
に
あ
っ
た
事
情
は
終
始
援

わ
ら
な
い
が
、

そ
の
傾
向
は
時
代
と
と
も
に
い
ち
じ
る
し
く
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
中
書
省
と
は
、
賓
は
中
書

・
門
下
両
省

の
合
住
し
た
も
の
、
従
っ
て
ほ
ん
ら
い
な
ら
中
書
門
下
省
と
稿
、
す
べ
き
を
、
略
し
て
中
書
省
と
稿
し
た
こ
と
(
問
中
書
門
下
卒
章
事
な
る
官
名
の
存

在
も
‘
右
の
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
)
、

お
よ
び
向
書
省
が
南
極
密
院
に
吸
牧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

略
ん
ベ
誤
り
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

と
も
か
く
も
或
る
職
掌
を
有
し
た
の
は
、

三
省
の
う
ち
中
書
省
の
み
と
レ
っ
て
よ
い
。
本
稿
が
中
書
省
を
中
心
に
論
じ
た
の
は
、

そ
の
た
め
で

あ
り
、
従
っ
て
遼
史
百
官
志
に
三
省
の
職
官
が
列
撃
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
ら
が
賓
務
を
有
し
た
と
い
え
な
い
の
は
も
と
よ
り

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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(
四

O
l
-
0
・
遼
朝
傷
際
放
(
四

一
ー
ー
五

・
六
)

②

V
の
仰
胡
魯
古
は
、
遼
史
'
谷
八

・
景
宗
本
紀

一
、
保
寧
五
(
九
七
三
)

年
三
月
乙
卯
の
篠
に
、

「
胡
魯
古
粂
政
事
令
」
と
あ
る
の
に
よ
り
採
揮
し

た
。
し
か
し
こ
れ
は
軍
濁
史
料
で
あ
る
ρ

一
方
、
V
の
仙
女
里
は
、

各
七

九
・

停
に
、

「
治
其
氏
族
。
補
積
慶
宮
分
人
。
:
:
:
〔
景
宗
〕
創
位
。
以

酔
戴
砂
。
加
政
事
十
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
が
、
名
か
ら
遊
牧
系
民
族
の
出
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

①
遼
史
谷
七
九

・
停
に
、
「
逸
遊
噺
古
可
汗
四
世
孫
。
ド
;
:
統
和
初
。
皇

太
后
稽
制
。
輿
耶
律
斜
杉
参
奥
園
論
篤
都
統
。
以
征
高
麗
功
。
遜
北
院
宣

徽
使
。
加
政
事
令
」

と
あ
る
。

①

容

七

八

・
停
、
谷

一
O
三

・
掛
川
斡
家
奴
停
(
祖
父
中
書
令
安
樽
)
、
谷

八
三

・
簿
、
谷
八

一
・
停
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ょ
っ
た
。
た
だ
、
夷
脳
葛
と
斜

杉
に
つ
い
て
は
、
出
怖
の
方
に
は
政
事
令
に
な

っ
た
記
載
は
洩
れ
て
い
る
。

⑤

第

一
表
V
の
制
高
勅

-
W
の

ω馬
保
忠

-
wu
の

ω薪
奉
先
の
三
人
は
、

契
丹
闘
志
の
紀

・
附
怖
か
ら
採
揮
し
た
。
こ
の
う
ち
高
勤
に
つ
レ
て
、
容
六

-

・
且
互
ポ
紀
の
印
位
年
に

円
以
知
政
事
令
官
向
勅
篤
政
事
令
」
と
あ
り
、
知
政

事
令
な
る
官
名
を
も
ら
っ
た
よ
う
に
解
し
得
る
。
恐
ら
く
知
中
書
省
事
の

前
身
で
、
政
事
省
の
次
官
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑦

wu
の
仰
夏
行
美
は
、
遼
史
容
八
七

・
俸
に

「
湖
海
人
」
と
見
え
、

咽
の

ω該
里
は
、
同
議
谷
九
七

・
停
に

「
回
絃
人
」
と
あ
る
。

①

W
の
問
粛
闘
玉
に
つ
い
て
、
遼
史
各
九
三

・
停
に
は
、
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「
統
和
問
。
・・

-
・
尭
尉
馬
都
尉
。

加
同
政
事
十
門
下
卒
章
事
L

と
い
い
、
同
書
倉
一
五

・

型
宗
本
紀
六
、、
関
泰
六
(
一

O
一
七
)
年
二
月
甲
成
の
僚
に
は
、

「
以
公

主
餐
寄
殺
無
罪
縛
。
鮒
馬
粛
図
玉
不
能
概
門
家
。
降
公
生
矯
鯨
主
。
倒
閣
玉

同
卒
掌
事
」
と
あ
る
。
前
者
の
官
名
中
の
令
の
{
子
は
謀
入
と
見
ら
れ
、
後

者
の
官
名
同
卒
章
事
は
同
政
事
門
下
卒
章
事
の
略
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ

こ
と
は
V
の

ω新
道
隼
に
つ
い
て
、
同
書
倉

一
0
・
事
-宗
本
紀
一
、
乾
享

四
(
九
-
八
二
)
年
一

O
月
己
米
の
伐
に
、

「
同
政
事
門
下
卒
章
事
柑
尚
道
宰

領
本
部
軍。

駐
南
京
」
よ
レ
い
な
が
ら
、
同
じ
と
こ
ろ
に
統
和
元
(
九
八

一二
)
年
三
月
辛
巳
に
か
け
て
、
「
以
圏
実

・
同
卒
章
事
新
道
率
。
矯
遼
輿

箪
節
度
使
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
、
後
者
を
前
者
の
略
と
す
る
考
え
は
疑

い
を
容
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
遼
史
に
は
、
同
卒
章
事
を
得
び
る
も

の
が
、
他
に
も
嬰
宗
朝
に
二
人

・
興
宗
朝
に
一
人
求
め
ら
れ
、
ま
た
同
卒

章
政
事
も
こ
れ
と
同
じ
と
す
る
と
、
さ
ら
に
聖
宗
朝
に
一
人
あ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
を
第
三
表
に
加
え
る
と
、

W
聖
宗

・
契
丹
人
耶
律
姓
其
の

他
の
欄
に
耶
律
普
拍
車
干
、
同
じ
く
漢
人
其
の
他
の
欄
に
趨
廷
照
・
劉
京
、
ま

た
刊
興
宗

・
契
丹
人
耶
律
姓
其
の
他
の
欄
に
耶
律
求
翰
が
入
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
全
慢
の
数
字
は
、
契
丹
人
二
九

・
漢
人
二
ニ
・
其
の
他

二
、

さ
ら
に
契
丹
人
二
九
の
う
ち
阜
親

・
皇
族
叉
は
后
族
の
数

一
O
と
改
め
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

①
契
丹
闘
志
省
二

・
太
宗
紀
は
、
即
位
年
(
九
一
一
六
)
に
か
け
て
「
以
韓
延
徽

震
政
事
令
」
と
あ
り
、
そ
の
絞
任
の
時
期
が

一
一
層
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

③

粛

帰
国
際
に
つ
い
て
、
遼
史
容
四

・
太
宗
本
紀
下
に
は
、
曾
同
三

(
九
四

O
〉
年
六
月
壬
寅
の
傑
に
「
中
書
令
滞
借
隠
」
と
見
え
、
同
五
年
正
月
戊

午
の
僚
に
「
政
事
令
借
隠
」
と
あ
る
。
爾
者
は
同
一
人
と
見
て
よ
か
ろ

う
。
王
郁
に
つ
い
て
は
、
太
宗
本
紀
上
に
は
中
諜
令
と
あ
り
、
停
に
は
政

事
令
と
あ
る
。
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⑬
契
丹
閥
志
谷
二
・
太
宗
紀
と
巻

二
ハ
・
停
に
も
、
略
4

同
じ
こ
と
が
見

・える
。

⑪
契
丹
闘
志
位
旬
一
七
・
蹴
答
(
太
宗
之
従
弟
〉
仰
に
よ
る
と
、
太
宗
朝
の

こ
と
と
し
て
「
劉
照
判
中
審
」
と
見
え
る
。
判
と
は
以
大
粂
小
の
い
い
と

解
さ
れ
る
が
、
彼
の
粂
ね
た
官
名
が
中
書
令
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

⑫
先
の
註
⑦
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
四
人
は
、
凡
て
こ
の
時
期
の
事
例
で

あ
る
か
ら
、
本
文
の
数
字
は
、
総
計
二
九
人
、
そ
の
内
認
は
契
丹
人

一
八

人
、
漢
人

一
O
人
、
激
海
人
一

人
と
な
り
、
契
丹
人

一
八
人
の
う
ち
、
自
主

親
・
皇
族
叉
は
府
族
九
人
、
漢
人
一

O
人
の
う
ち
貢
翠
合
格
者
二
人
と
改

め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
全
慢
の
傾
向
と
し
て
は
本
文

で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
異
な
ら
な
い
。

⑬
拙
稿
・
遼
朝
鞠
獄
放
(
法
律
論
叢
三
六
|
四
)
W
遼
代
の
獄
訟
、

2
漢

人
の
獄
訟
の
節
参
照
。

⑬
同
右
。

E
南
面
中
央
官
制
に
お
け
る
獄
訟
官
、

2
大
理
士
守
の
節
参
照
。

⑬

拙
稿
・
遼
朝
林
牙

・
翰
林
孜
(
法
律
論
叢
三
六
|
六
)
。

H
南
面
の
官

制、

1
翰
林
院
お
よ
び
E
大
林
牙
院
と
翰
林
院
の
各
章
節
参
照
。

⑬
そ
れ
ぞ
れ
遼
史
径
七
二

・
同
谷
七
九
・

向
上
の
停
に
よ
る
。

⑫
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
百
古
志
三
・

南
面
方
官
の
項
の
記
載
は
、
世

宗
本
紀
の
詔
を
注
記
し
た
故
か
、
こ
と
さ
ら
政
事
省
と
あ
り
、
ま
た
刑
法

志
一
の
記
載
も
、
大
理
寺
始
怨
前
の
こ
と
ゆ
え
嘗
然
か
も
知
れ
ぬ
が
、
同

じ
く
政
事
舎
人
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
審
省
叉
は
そ
の
職
官
の
職
掌
を
停

え
る
記
載
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、
逆
に
護
士
山
に
よ
る
と
、
な
か
で
も
嘉
儀

と
賓
儀
と
の
次
第
を
叙
し
た
な
か
に
、
し
ば
し
ば
中
諮
令
が
、
儀
式
の
進

行
に
重
要
な
役
を
猶
う
こ
と
が
見
え
、
そ
こ
に
は
政
事
令
な
る
表
現
は
全

く
認
め
ら
れ
な
い
。
以
上
は
偶
然
か
も
知
れ
ぬ
が
、
政
事
省
と
稽
し
た
さ

い
に
は
、
園
政
上
明
確
な
槽
能
を
有
し
た
の
に
反
し
、
中
脅
省
と
改
稿
後

は
空
疎
な
質
権
な
き
官
府
と
化
し
た
と
す
る
私
見
を
、
裏
書
き
す
る
よ
う

に
も
と
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
煽
要
な附
判
官
に
あ
る
も
の
に
加
え
ら
れ
る

務
放
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
く
に
漢

儀
の
よ
う
な
儀
式
の
推
重
さ
を
誇
示
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
、
重
要
な
役

目
を
負
わ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

⑬
前
掲
の
第

一
表
に
た
る
と
、
事
畑
孝
穆
を
除
く
三
人
は
、
い
ず
れ
も
政
事

令
も
加
官
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
遼
史
巻
四

・
太
宗
本
紀
下
、
大
岡
元

(
九
四
七
)
年
二
月
了
卯
の
僚
に
、

「以
越
延
沼
町
篤
大
丞
相
粂
政
事
令
・

樋
密
使
・
中
京
留
守
」
と
あ
っ
て
、
越
延
誇
の
場
合
は
同
時
で
あ
り
、
さ

ら
に
同
書
容
八
こ

・
耶
律
陵
運

(韓
徳
譲
)
の
停
に
よ
る
と
、

「
:
:
:
加

守
太
保
。
粂
政
事
令
。

・・・
久
之
奔
大
一活
相
」
と
あ
っ
て
、

韓
徳
譲
の
場

合
は
さ
き
に
政
事
令
を
策
ね
、
の
ち
に
大
丞
相
を
耳
押
し
て
い
る
。
百
官
志

が
中
書
令
の
次
に
大
丞
相
を
排
し
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
絞
任
事
例

か
ら
す
る
と
遁
笛
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
さ
ら
に
遼
史
省
一
一
六

・
国
語
解

に、

「高
徴
。
遼
排
班
固
有
高
激
・
媛
酬
明
・
方
敏
之
別
。
自
大
丞
相
至
阿

札
制
只
。
皆
同
相
官
也
」
と
、

儀
式
な
ど
の
場
合
、
群
臣
の
坐
す
る
敷
物
に

高
下
の
別
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
敷
物
を
用
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
撒
官
の

最
上
位
に
大
丞
相
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
孟
っ
て
考
え
る
と
、
大
丞

相
と
は
も
と
も
と
中
書
省
の
験
官
で
は
な
く
、
功
業
多
き
名
巨
に
賜
奥
さ

れ
る
格
競
の
ご
と
き
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
審
省
の
項
、
中
書
令
の
次
に
排
し
て
い
る
の
は
、
中
書
省
が
職
掌

を
失
い
、
中
審
令
が
稽
腕
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
到
っ
た
こ
ろ
の
記
事
と

と
る
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
。
左
丞
相

・
右
丞
相
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
る
べ

き
こ
と
、
本
女
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

⑬

門

下

・
向
者
商
省
に
つ
い
て
は
津
田
博
士
の
見
解
に
、
今
の
と
こ
ろ
附

加
す
る
何
物
も
な
い
か
ら
、
詳
設
は
し
な
い
。
(
津
田
論
文
三
六
三
l
四

買
参
照
)
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